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令和5年（2023年）行事とお参り 令和5年（2023年）年忌表

大般若祈祷会大般若祈祷会

令和4年度より、郵便局から現金でお振込み頂く場合、振込手数
料が発生致します。こちらはお客様負担となってしまいますので
予めご了承下さい。口座からの振り込みにつきましては従来通り
手数料は発生致しません。お振込み頂く際はご注意下さい。

日

日

日

日

　

　日

日

日

日

日

日

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

（祝）

（祝）

（金）

（日）

（日）

（月）

（土）

（木）

（祝）

（木）

（土）

●厄払い●厄払い ●星まつり●星まつり●所願成就●所願成就

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
長
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
も
と
の
日
常
を
取
り
戻
せ

そ
う
な
希
望
を
感
じ
な
が
ら
新
春
を
迎
え
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
社
会
に
活
気
が
戻
り
、
経
済
や
人
の
往

来
も
確
実
に
回
復
基
調
で
す
。
世
界
が
熱
狂
し
た
W

杯
サ
ッ
カ
ー
と
東
京
五
輪
を
比
較
す
る
と一目
瞭
然
で

す
ね
。
明
る
い
展
望
が
見
え
て
来
た
の
で
し
ょ
う
。

　
一方
で
人
類
が
コ
ロ
ナ
と
い
う
共
通
の
敵
と
戦
っ
て

い
る
中
で
、ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
争
い
が
起
こ
っ

た
事
は
本
当
に
残
念
で
悲
し
い
事
で
す
。
犠
牲
に
な
っ

た
多
く
の
方
々
、
深
い
悲
し
み
や
不
安
の
中
に
あ
る

方
々
に
、一日
で
も
早
く
心
か
ら
の
笑
顔
が
戻
る
事
を

お
祈
り
す
る
ば
か
り
で
す
。

　
人
類
の
長
い
歴
史
の
中
で
繰
り
返
さ
れ
た
過
酷
な

試
練
。
戦
争
や
疫
病
、
大
災
害
な
ど
で
人
類
は
、

ど
ん
底
に
堕
ち
て
も
、
這
い
上
が
り
、
進
歩
し
て
来

ま
し
た
。
ひ
と
り一人
の
人
生
も
ま
た
山
あ
り
谷
あ

り
。
令
和
五
年
は
、
世
の
中
全
体
が
新
た
な
飛
躍
の

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
そ
の
恩
恵
が
人
々
に
届
く
に
は
ま
だ
少
し
時
間
が

か
か
る
で
し
ょ
う
。
会
社
や
家
庭
問
題
に
悩
み
、
病

魔
に
苦
し
む
人
々
を
想
う
と
胸
が
痛
く
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
の
は
、
社
会
の
転
換
期
や
世
の
中
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
。
周
囲
が
明
る
く
元
気
に

な
って
い
く
の
に
、
自
分
ひ
と
り
が
青
息
吐
息
し
て
い

る
の
は
辛
い
。「
艱
難
辛
苦
に
、
個
人
で
何
が
出
来

る
か
」
と
思
う
人
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
地
球
上
の
全
生
物
の
中
で
、
唯一人
間
だ
け
が
持

つ
特
性
。
逆
境
を
変
え
、
人
を
元
気
に
変
え
る
、
自

他
と
も
に
和
や
か
に
な
る
最
強
の
武
器 

―
―
―
そ
れ

は
「
笑
顔
」
で
す
。

　
笑
い
の
あ
る
時
に
は
、
こ
と
が
順
調
で
幸
福
を
感

じ
、
笑
い
の
無
い
の
は
、
怒
り
、
不
機
嫌
な
時
。
こ

れ
は
、
ご
く
自
然
な
感
性
の
流
れ
で
す
。

　
だ
か
ら
、
こ
の
幸
福
を
呼
ぶ
「
笑
い
」
と
い
う
人

間
の
特
性
を
武
器
に
し
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
逆
境
や
不
機
嫌
な
時
、
自
分
自
身
を
あ
え
て

意
識
的
に
「
笑
い
」
に
置
き
換
え
る
の
で
す
。
に
っ

こ
り
笑
って
見
る
の
で
す
。

　
失
敗
や
困
難
に
直
面
し
た
ら
落
ち
込
む
の
で
は
な

く
、
あ
え
て
大
声
で
笑
い
飛
ば
し
て
み
る
。
家
庭
や

職
場
で
い
つ
も
仏
頂
面
な
ら
、
気
味
悪
が
ら
れ
て
も

意
識
的
に
笑
顔
で
通
し
て
み
る
。「
笑
い
」
は
心
身

共
に
活
性
化
す
る
と
科
学
的
に
も
証
明
済
。
必
ず
、

自
分
も
周
囲
も
変
わ
り
、
好
機
へ
と
結
び
つ
い
て
い

く
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
い
え
ば
「
笑
い
」
に
つ
い
て
、
仏
教
で
は
大

き
な
お
腹
で
知
ら
れ
る
布
袋
大
黒
様
の
「
呵
々
大

笑
」は
、つ
と
に
有
名
で
す
。大
声
で
大
笑
い
す
る
と
、

小
事
や
雑
念
を
吹
き
飛
ば
し
、
心
身
共
に
元
気
に

な
れ
る
と
い
う
教
え
で
す
。

　
お
釈
迦
様
と
弟
子
と
の
「
拈
華
微
笑
」
も
あ
り

ま
す
。
お
釈
迦
様
の
難
し
い
お
話
に
誰
も
が
仏
頂

面
の
時
、一弟
子
が
「
ニ
コッ
」
と
微
笑
ん
だ
こ
と
に
、

仏
教
の
極
意
を
授
け
た
と
い
う
逸
話
。
ま
さ
に
「
笑

い
」
は
力
な
の
で
す
。

　
笑
門
来
福
。
文
字
通
り
笑
う
門
に
は
福
来
る
。

　
今
年
が
、
笑
顔
に
包
ま
れ
、
飛
躍
と
健
康
に
満

ち
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

令
和
五
年 

元
旦 

合
掌

明
笑
門
来
福

2月11日（土・祝）
（建国記念日）
 午後1時より開場
 午後1時半より

大乗院寺報 令和5年 1月
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〒064-0958
札幌市中央区宮の森1263-3
電話（011）641-8904
FAX（011）631-0004
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yakuou@triton.ocn.ne.jp

新
年
号

令
和
五
年

第90号

護持会費納入について

辛
抱
す
る
徳

　

ど
ん
な
人
が
いい
人
で
、
悪
い
ひ
と
か
、
美
な
る
も
の
と
相

ま
じ
わ
り
、
正
な
ら
ざ
る
も
の
が
存
在
し
、
我
々
、
世
の

中
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
も
、
何

故
に
相
手
は
、
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
の
か
、
こ
の
何
故
、
が

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
辛
抱
と
い
う
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。
寛
容
の
心
を
皆
が
持
つ
こ
と
は
、
持
て
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
が
、一
番
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
す
第
一
歩
で
は
と
。

人
を
批
判
し
な
い
で
、
衝
突
と
距
離
を
置
き
、
あ
る
時
は

時
間
を
か
け
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
。

　

そ
う
簡
単
に
出
来
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
の

暮
ら
し
を
豊
か
に
深
め
る
た
め
に
、「
優
し
さ
」
を
今
一
度
思

い
、辛
抱
と
寛
容
の
心
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
明
る
く
、
朗
ら
か
に
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
あ
う

事
を
心
が
け
て
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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・ご自身の健康状態を確認してご来場ください。エントランスに
消毒液を設置いたします。手指の消毒をお願い申し上げます。
・ご来場の際はマスクを着用してください。
・咳エチケットを遂行していただきますようお願い申し上げます。

【ご来場される皆様へ】
新型コロナウイルス感染症への対策を十分に行っております。

お客様におかれましても感染防止策へのご理解とご協力をお願い申し上げます。

時節柄、お食事を用意しておりません。※お食事を済ませてからご来場お願い申し上げます。

新春福引大会は、新型コロナウイルス感染症のた
め、今年は開催を見送りいたします。来年は、皆様に
お楽しみいただけるよう準備しております。

宮
の
森 

大
乗
院

長寿祝い早見表
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お寺だからできる安心の御供養があります。
終活、墓じまい、仏事のことなど何でもお問合せください。

将来的な後継者問題や、残された御家族への負担もありません。

宮の森　大乗院　薬王寺
TEL:011－641-8904　FAX:011-631-0004

Email:yakuou@triton.ocn.ne.jp

【お申込み方法】

三蔵法師直伝の「大般若経」で
平和を願い、厄を払い、
所願成就を御祈祷します

2月11日（土・祝）
午後一時開場 午後一時半より 　孫悟空の「西遊記」で有名な三蔵法師が、十七年の歳月をかけ、インドから中国に持ち帰っ

た六百巻からなる大経典です。その貴重な経文を転読（左右前後に振る事）し、平和な世界、
人々の除災招福を御祈祷致します。またその風にあたると一年間は無病息災になると言われ
ています。大般若の寿風に接してみましょう！

厄年とは運気が下がり災難に遭いやすい年です。大きな節目の年で身
体の変化にも気を付けなければならないと云われ、仏天の御加護を頂
き、厄災が降りかからないように御祈祷します。
厄年早見表を御確認頂き「本厄・前厄・後厄」を御記入下さい。ご家族
以外の方でも、遠方にお住いの方のお申込みも出来ます。

今年、特に願われることを御祈祷致します。同封の申込用紙の御祈祷項目よりお選び頂
き、御記入下さい。併せて皆様には御家族全体の無事を祈る「家内安全」のお札もおす
すめ致します。複数のお申込みも出来ますが、一祈願ごとの御祈祷料がかかります。所願成就 御祈祷料三千円

長寿祝い 御祈祷料五千円 命の営みを神様に感謝し、年を重ねる喜びや家族や友人を大切に思う
心を確認し合う節目の儀礼です。

ご志納頂いた皆様の御名前を本堂に掲示し、
読上げの先祖供養をお勤め致します。個人の一年間の幸福と無事を祈り、災いから身心を守る御守りです。

星まつり 御祈祷料千円

厄 払 い 御祈祷料五千円

御志納供養 祝い年

令和5年

「厄年」
早見表

※年齢は数え年、今年誕生日の
　年齢プラス一歳です

同封のお申込書に御祈祷項目（厄払い、所願成就、星まつり、ご志納）を御記入のうえ、ご供養料と一緒にお詣りに伺った時にお渡し下さい
ご記入いただいた申込書を同封の返信用封筒（切手不要）にてご返送いただき、ご祈祷料は振込用紙（郵便局）にて御納付下さい。
☆当日ご参詣できなかった方には、後日おふだを御郵送致します。

大般若祈祷会のご案内大般若祈祷会のご案内

ご郵送の場合
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※還暦は数え年で
　お祝い



当
山
御
住
職
導
師
の
も
と
大
本

山
永
平
寺
御
開
山・道
元
禅
師

様
と
大
本
山
総
持
寺
の
御
開

山・瑩
山
禅
師
様
の
御
遺
徳
偲

び
行
わ
れ
る
報
恩
感
謝
の
法
要

を
勤
修
致
し
ま
し
た
。

　
二
〇一八
年
に
百
五
十
年
を
迎

え
た
北
海
道
開
拓
の
歴
史
の
中

で
礎
と
な
り
、尊
い
命
を
犠
牲
に

さ
れ
た
ア
イ
ヌ
先
住
者
、韓
国
朝

鮮
や
中
国
出
身
者
の
方
々
の
慰

霊
供
養
。

　
宮
の
森
大
乗
院
境
内
地
に「
北

海
道
無
名
開
拓
殉
難
者
慰
霊
之

碑
」を
建
立
し
、い
ま
も
な
お
韓

国
や
中
国
の
寺
院
と
親
善
交
流

を
深
め
、慰
霊
を
続
け
て
お
り
ま

す
。
　

今
の
北
海
道
の
繁
栄
は
先
人

た
ち
の
苦
労
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
慰
霊

供
養
を
勤
修
致
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
中
、年
内
最
後
の
大
法
要
を
行
い
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、感

染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
、多
く
の
皆
様
に
御
参
拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
29
日
に
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
初
の
仏
教
寺
院「
眞
應
山
拓
恩
寺
」に
お

い
て
、毎
年
お
盆
の
お
手
伝
い
に
来
て
下
さ
って
い
る
ブ
ル
ー
ノ
正
栄
老
師
を

正
式
に
第
四
世
新
住
職
と
す
る
晋
山
結
制
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
成
田
か
ら
３８
時
間
。現
地
の
雨
予
報
を
覆
す
晴
天
に
見
舞
わ
れ
、開

拓
先
亡
者
諸
精
霊
に
感
謝
の
供
養
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
月
11
日
に
は
拓
恩
寺
先
代
御
住
職
島
崎
允
法
老
師
の
３
回
忌

を
新
本
堂
に
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
田
中
清
元
御
住
職
か
ら
島
崎
允
法
老
師
、そ
し
て
ブ
ル
ー
ノ
正
栄
老
師

へ
と
、南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
と
い
う
地
球
の
反
対
側
の
地
で
仏
様
の
教
え
の
種

が
蒔
か
れ
、大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
。数
々
の
御
縁
が
巡
り
、今
の
私
た
ち
を

生
み
出
し
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。

「
祖
先
を
う
や
ま
い
、な
く
な
っ
た
人
々
を
し
の
ぶ
」国
民
の
祝
日
で
あ
る
秋

分
の
日
、旧
本
堂
と
新
本
堂
で
秋
彼
岸
法
要
を
行
い
ま
し
た
。

昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
秋
分
の
日
を
中
心
に
前
後
３
日
間
を
合
わ
せ
た

７
日
間
は
布
施（
施
す
こ
と
）、持
戒（
戒
め
を
守
る
こ
と
）、精
進（
努
力
す
る

こ
と
）、禅
定
ぜ
ん
じ
ょ
う（
心
を
落
ち
着
け
る
こ
と
）、知
恵（
真
理
に
基
づ

く
考
え
方
や
生
き
方
を
す
る
こ
と
）の
６
つ
の
徳（
六
波
羅
蜜
）を
毎
日
積

み
、仏
教
の
教
え
を
実
践
す
る
週
間
で
も
あ
り
ま
す
。

御
先
祖
様
を
偲
び
、自
分
が
今
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、感
謝
の
報
恩
を
致

し
ま
し
た
。

◎
開
拓
殉
難
者
慰
霊
供
養

◎「
眞
應
山
拓
恩
寺
」晋
山
結
制
式

◎
両
祖
忌

開
山
忌

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
って
中
止
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、本
年
お
陰

様
を
持
ち
ま
し
て
永
代
供
養
納
骨
法
要
を
執
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
秋
の
急
な
天
候
に
よ
り
、新
本
堂
内
で
の
お
勤
め
と
な
り
ま
し
た
が
、当
山

副
住
職
ご
導
師
の
も
と
、納
骨
さ
れ
た
皆
様
の
お
名
前
を一人一人
丁
寧
に
読

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

納
骨
を
す
る
大
切
さ
、そ
し
て
相
手
を
本
当
に
想
う
事
に
つ
い
て
ご
法
話

を
頂
き
ま
し
た
。

お
寺
の
で
き
ご
と

共に心と体を鍛え「自分力」を磨きましょう！初心者大歓迎
です。いつでも見学に来てください。幼稚園のお子様から
始められます。  

毎週月・木・土曜日
午後6時より お寺

心と体を
鍛えましょう

空手教室

ご詠歌を聞かれた事はありますか？亡き人への追憶の思
いに涙があふれてきます。歌の得手不得手は関係ありま
せん。一緒にお唱えしましょう。

毎週金曜日 
午後1時より 会費あり

仲良く楽しく
唱えましょう

ご詠歌

呼吸とポーズを組み合わせるヨガは、心身をリラックスさ
せ、不調を整える効果があると言われています。

心と体と
向き合いましょう

ヨガ

忙しい毎日の中、静かな時間を過ごしませんか？坐禅は
身と息を調え、心を調えます。初めてでも大丈夫！座りや
すい服装でおいでください。

毎月1日・15日
午前7時より 参加無料

体と心を
調えましょう！

坐禅会

お寺では、住職の長女・亜実さんが指導するアルペンス
キー少年団の指導も行っており、心と身体と感性を一緒に
磨いてトーレニングに励んでいます。

心と頭と感性を
磨きましょう

スキー少年団

今年もさまざまな活動を行い、
多くの皆様にご協力いただきました。

車
椅
子

西
区 

臼
井
正
夫
様

お
地
蔵
様
頭
巾

西
区 

五
十
嵐
ま
さ
江
様

北
区 

菅
野
勝
美
様

寄贈頂き有難う御座います！

当
山
二
世
惇
風
孝
印
大
和
尚

十
三
回
忌
法
要

　
13
時
30
分
よ
り
、先
代
御
住
職「
当
山
二
世
惇
風
孝

印
大
和
尚
称
名
忌（
十
三
回
忌
）法
要
」の
御
導
師
を
中

央
寺
御
住
職
熊
谷
忠
興
大
方
丈
様
の
も
と
に
執
り
行

い
ま
し
た
。

　
開
山
様
へ
の
感
謝
と
供
養
の
言
葉
を
述
べ
、厳
粛
厳

か
な
る
宗
門
最
大
の
敬
意
表
す
る
出
班
焼
香
の
儀
式

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

続
い
て
観
音
寺
御
住
職
金
丸
孝
道
老
師
御
導
師
の

も
と
御
参
詣
者
様
全
員
で
の
お
焼
香
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
塔
婆・ご
志
納
頂
い
た
方
の
読
み
上
げ
を
、当
山

田
中
清
元
御
住
職
と
田
中
基
裕
副
住
職
が
丁
寧
に
御

供
養
致
し
ま
し
た
。

10
月
23
日

10
月

9
月
23
日

秋
彼
岸
法
要

10
月
10
日

永
代
供
養
納
骨
法
要

　

清
泉
寺
御
住
職
田
村
保
治
老
師
の
御
法
話
で
は
先

代
御
住
職
様
と
縁
の
あ
る
方
で
当
時
の
お
話
か
ら
心

の
三
毒
と
言
わ
れ
る
貪
瞋
痴（
と
ん
じ
ん
ち
）に
つ
い
て

ご
丁
寧
に
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
檀
信
徒
様
や
70
名
を
超
え
る
道
内
各

地
の
御
寺
院
様
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

御
釈
迦
様
が
菩
提
樹
の

下
で
お
悟
り
を
開
か
れ
た

事
を
お
祝
い
す
る
法
要
で

す
。本
年
は
山
内
で
執
り

行
い
ま
し
た
。

　

盟
友
前
田
伏
樹
会
長
が
突
然

の
訃
報
の
中
で
し
た
が
、札
幌
の

若
手
神
職
文
月
会
の
皆
様
が
引

き
続
き
合
同
供
養
を
行
っ
て
下

さ
い
ま
し
た
。塔
内
に
眠
る
四
千

柱
の
戦
没
者
の
御
霊
の
た
め
に
慰

霊
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

月
寒
忠
霊
塔

成
道
会

〜
お
釈
迦
様
お
悟
り
の
日

〜
戦
没
者
慰
霊
供
養

12
月
8
日


